
■ 年末年始の学校閉校日について 
冬季休業中の１２月２７日（土）から１月４日（日）は学校閉校日となっています。この期間は職員

不在となりますので、緊急の用件は、市役所代表（℡ 0561-53-2111）までご連絡ください。 

 

■ 転出・転入がわかったら  
 転出の予定が決まったり、ご近所等で転入の情報が入ったりしたときはすぐにご一報ください。 
児童数の増減により次年度の学級数に影響が出る場合があります。ご協力をお願いいたします。 

 

■ タブレット端末の更新について 
旧タブレットの充電機器の回収にご協力いただきありがとうございました。すでに教育委員会か

ら通知済ですが、子供たちの使用するタブレットが３学期から新しい物になります。高学年から徐々

に持ち帰りの頻度も増え、原則ご家庭での充電となります。それぞれの学年に応じて進めてまいりま

すのでご承知おきください。 

 

    

  

 

 

 

ここまでの自分を振り返る  これまでの自分と比べてみる 

校長 野田 恵美 

12月 2３日に２学期の終業式を無事に迎えることができました。これも、保護者の皆様、地域の皆

様のご理解やご支援があったからこそだと感謝しています。本当にありがとうございました。 

２学期は林間学校、修学旅行、運動会、社会見学と大きな行事が目白押しでした。また、日々の授

業の中でも外部講師を招いての出前授業が数多く行われました。そんな中で改めて思うのは、「本物

と出会う、体験をする」ということの大切さです。 

実際に現地に行って、自然の中、かまどで火をおこして米を炊いたり、仲間と共にキャンプファイヤー

の周りに集まったりして火の温かさ、ありがたさを実感すること。目の前にある建造物や大仏の大きさ

に驚いたり、伝統ある荘厳な雰囲気を肌で感じたりすること。社会見学では、授業で学んだことを実際

に見たり、聞いたりすることで学びが一層深まります。机上での学びは「視覚」がメインになりますが、

本物と出会うことや体験することは音、におい、温度、体の動きなどの他の感覚が加わります。 

出前授業では、弁護士、ピアニスト、調律師、棒の手師範、警察署員、建築士、福祉関係者、大学教

授、人権擁護委員など、各学年のカリキュラムに合わせて、様々な職種の方から話を聞いたり、体験を

させてもらったりしていました。ここでも子供たちは、その道のプロである「本物」と出会っています。 

もし、体調不良などで一緒に体験できなかった、というときは、その様子や情報を先生やクラスメイト

から実際に聞いて自分なりにイメージしたり、可能なら別の時に行ってみたりするのもよいと思います。 

 

２学期にどんなことがあったかを思い出し、自分が興味をもったこと、 

もう少し調べてみたいと思ったことなどは何かな、と振り返ってみましょう。

１学期までの自分と２学期を終えた自分を「クラベテ」みてもよいですね。

きっと成長していると思います。 

 

明日から冬休みを迎えますが、これまでと同様に子供たちをはじめ、ご家族の体調管理には十分気

を付けていただきますようお願いします。また、年末年始は交通事故も増えます。ヘルメットの着用等、

交通安全にも留意していただき、全員そろって元気に３学期を迎えられることを願っています。 

皆様、よいお年をお迎えください。 

 
 
 
 
 

風と緑と太陽 
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【 お知らせとお願い 】 

 

ふりカエル    クラベル 


